
（９）２９.１．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です

第１２回青梅市小・中学生の主張大会および

平成２８年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰が行われました

お囃子 ☆一小…木崎 雅、來住野美花、雲井陽向、酒田萌花、澤本果奈、山畑祐

也、渡邉あかり☆二小…大津留 涼、久下珠蘭、久保田来羅、後藤海音、杉山真

紀、髙橋映穂、田中翔瑛、山㟢颯斗☆四小…石上咲幸、沖 藍子、蒲生颯梧、神

田美波、鈴木真愛華、田口登夢、宮崎萌衣☆五小…久保茉央、志村梓紗、高橋莉

那、藤井彩乃☆七小…水野歩美、吉﨑夢乃☆友田小…栗原妃夏、矢崎誠人☆一中

…天野由稀、久保峻也、小山るり子、斉藤 南、知久三咲、辻 孝昌、中村佑太

朗、並木理莉奈、西山茉穂、野口雄二太、原島美羽、古川結子、星 美咲季、丸

島さあや、村林一花、山田唯花☆二中…越沼慎生、永島圭太、深澤力ノ慎、水村

菜摘☆三中…遠藤彩音、神永竜馬、櫻井瑠偉、櫻木逸希、檜野航輔☆霞台中…栗

田珠沙、小泉沙弓、畑中康希、松口樹里亜

鹿ノ舞 ☆二中…加藤辰成、久下侠汰

奉納相撲 ☆一小…岩本凌汰、菊地哲平、倉内 昊、佐藤 聡、佐藤 匠、鈴木啓

太、田中未来、福田時主

薪神楽 ☆六小…片栁咲樂、久保田美鈴

１２月３日に「第１２回青梅市小・中学生の主張大会」を市民会館で開催しました。

当日は、応募作品３,３３０人の生徒の中から選ばれた小学生６人、中学生１０人が将来

の夢や生き方、身近な生活や社会に対する考え方、郷土への思いなどを発表しまし

た。

また、青梅市における伝統文化の継承、発展および児童・生徒の郷土愛の育成に

資することを目的とした青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰や、主張大会運営に協

力した生徒に感謝状の贈呈を行いました。

問い合わせ 指導室

題名氏名学年学校名

本当に必要なもの渋川満由６年二小

自分から積極的に清水華蓮６年新町小

人工知能はともだち酒井高行３年三中

初めての国際交流渡辺太樹２年霞台中

青梅市教育委員会賞

審査委員特別賞

題名氏名学年学校名

違いを認め合う白井 宙６年二小

身のまわりの幸せ武智菜々５年二小

これからの青梅市成井義貴６年四小

音楽のあふれる街、青梅小林花菜江３年三中

非核について篠田吏央３年三中

母を目指して古谷 華１年霞台中

待機児童問題について山﨑優依３年吹上中

選挙権について渡辺愛理３年吹上中

お手伝いの大切さ濱中萌子１年新町中

題名氏名学年学校名

私の将来の夢水村彩美６年吹上小
私にできる平和渡邉結子２年二中

言葉と心山根唯奈３年西中

青梅市長賞

青梅市小・中学生の主張大会受賞青梅市小・中学生の主張大会受賞者者
（敬称略・学校順氏（敬称略・学校順氏名名５０５０音順）音順）

青青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰者者
（敬称略・学校順氏（敬称略・学校順氏名名５０５０音順）音順）
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主張大会ポスターを作成山本優花マリー６年三小

主張大会司会の進行生徒会霞台中

主張大会で演奏六中吹奏楽部六中

感謝状

小学校児童（一部中学校生徒の作品）の絵画、版画、デザイ

ンなどの平面作品や、粘土、紙、木工などの立体作品、共同作

品を展示します。

日時 １月２８日（土）、２９日（日） 午前９時～午後４時３０分

（入館は４時まで）

会場 市立美術館

観覧無料

※車でご来場の方は、第二駐車場または天ヶ瀬臨時駐車場（天

ヶ瀬町１２０３－２）をご利用ください。なるべく公共交通機

関をご利用ください。

※造形作品展期間中は市立美術館常設展示を休止します。
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